
短大食物専攻生両親の食品イメ】ジについて

－食品イメージと性別との関係－

【まじめに

さきに筆者は，栄養教育，給食管理などの指針をうる1

ナニめ，本学家政学科食物専攻生を対象として，食品イメ

ージ智こ与える各種要因申，教育をこよる影響忙ついて調査

t報告した。ユト5）

引つづき，食品イメージが性別によ掴口何なる差異が

認められるかを調査日的とした。食品イメージの性別に

よる差異の検討は，各年令層の′男女について調査したも

のを総合的に検討するIことが望ましいが1今回は被験者

を長年生活を共にする学生の父母に限定し，差異の現状

の把旗を行なった。

調査方法

対象：昭和48年4月本学入学家政学科食物専攻生の父

母，各12名。昭和49年4月本学入学家政学科食物専攻生

の父母，各ユユ名。

被験者の居住地区は，北信15，，兼備2，1申倍2，南信

3，県外1である。年令は父が45′一60才，、母が40ル54才

で；20年余生活を共にする人達である。職業は，父が公

務員8名，会社員6名，商業2名，農業4名ブその他3

名。また，母は会社員2名，商業2名，産業7名，無職

ユ2名である。農業従事者が母の方に多いのは兼業農家の

ためで凌）る。

時期：昭布田9年31月や旬から4月中旬迄の任意の3日

間。ただし前報1ト句と同様，食事前後の乱時間はさけ
‘た。．

方法：前報と同様である。′すなわち，自由連想テスト

億で，被連想食品（以下刺戟語という）は100種である。

ユ00種の刺戟語は1分間を限度として思いつく語3つ（以

下思いついた順に反応語1，2，3－という）を連想させ

た。エ00種の刺戟語に対する・父母の反応は，無回答を含

める、と各々6900語である。

反応語の分類

反応語は，荒井6），Szcgesェakなど7）の分類法を基本

々こ作成した筆者の分類法（蓑1）に従い分類した。

結果′と考察
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1反応語の分塀別割合の分布状況

表2（大区分）及び表3（小区分）のごとくである。

大区分の反応語率の父母の差異をZ2法により検討する

と∫　感（0．05）＝18．31＜Z…＝276．76となり，有意差が認め

られる。しかし，この差異は，本学食物専攻46年度生の

入学時（以下入学時という）と，向専攻45年度生の1年間

専門教育履修時（以下1年教育履修時という）の差晃

Zl如05）＝18．31＜zg＝329．90より薯干低い。また，入学

時と同学生の集団給食学内実習時（1年後瓢　以下実習

時という）の差異，Zl払05）＝1臥31＜ズ芸＝ユ058．41に比

較すれば，かなり低い数値である。

以上の結果からr反応語の分類別割合の分布状況の父

母の差異は，危険率5％で有意ではあるが，食物専攻生

の教育による差異よりも少ないことが認められる。次紅

分類別に考察する。

（1）調理献立上の用途

分類別反応語中では，最も反応語率が高い項目であ

る・。大区分の父の反応語率36．8％は，入学時の反応語率

38．3％に，また，母の反応語率46．3％は，実習時の反応

語率鑑6％に近い数値である。大区分の反応語率は父母

有意である。

小区分の反応語率は，父母とも調理法・調理食品ノ加

工食品の項目が最も高率である。調理法などの反応語率

は母の方が9．1％有意に高く，大区分の父母の反応語率

の差異の主因になっている。大区分と同様に，父の反応

語率23．9％は入学時の反応語率25．0拓に，母の反応雷率

33．0％は実習時の反応語率3ユ．2％に近い数値である。し

たがって，本質日の反応語率の父母の差異は，食物専攻

生の入学時と実習時程度の差異であると考える。

その他小区分で父母の反応語率が有意になる項目

は，・親合わせ食品と食べる時機で，父母の反応語率匿は

0・7′、ノ1・0％の差異がある。食品材料は0．1％の差で父母

有意ではない。

（勿　食品の属性

大区分の反応語率は父凱3％，母ユ0．7％で父母有意で
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〔表1〕反応語の分炉法

大区分 傅ﾈ����ｾh������一略号 

A 調上 理の �����xﾘx.ﾘ+��鰻��A一旦 

b　材　　　料 ��&"�

献用 �8��+)yﾙd��Y+)yﾙ�鰻��X��ﾔ��鰻��A－C 
立途 蓬����-x.倬馼x���ｨﾘx�｢�A－d 

B �����b�B－a 
b　香（臭） �+��ﾆ"�

食 �8��j��B－C 
【コ PF の 蓬��Yx������j��B－d 

属 帽����������7��B－e 

性 防���(+H.ﾘ.��B－f 

g　外　　　見′ �(示r�

乱．そ．の　他 �(�ﾆ��

C 個 人 的 嗜 好 ��ﾔH*ｸ�X*�*#�+X*(�X*�.ﾘ*(*"�(ﾉ�*(�X-ﾈ+�*(�X*ｸ.�+�.ﾘ.�*"��+ｸ,ﾉ�ﾂ�C－a C－b C－C 

墓轟養●讐 僖－a D－b 

＿　E �����鰻兒ｩ�ﾒ�E－a 

食タ 晶イ �ﾘ��自LｩZｩ}�� 

分プ 塀・ ���(�ｩ}韜y�鰻�� 

盛b食物のタイプ 僞－b 
物名 の �8��ⅸ��V���kﾂ�E－C 

食品動a食品部位 彙●箸b動物名 僥－a F－b 

塵に≡■芸芸 僭－a G－b ‾‾頂a価　格 箆b数　量 僣－a H－b 

Il調理配食用機器 剄H 

Jlそ　の　他 價 

Kl無　回　答 僞 

ある。しかし，小区分では，その他の項目以外は有意

にならず，性別による差異が認められない6本項目中で

は，父母とも色の反応語率が最も高率である。

（3）個人的嗜好

嗜好の反応語率は，荒井の報告6）では11％で，Szcze－

Sniakなどの報告7）の3％よりもかなり高率である。し
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たがって，荒井は“嗜好への関心は，日本人よりも米国

人の方が高いようである〝と述べている。しかし，本調

査の嗜好の反応語率は，父工．3％，母1．5％で，食物専攻

生の1．1′一1．3％と同様に低率である。父母とも，好きな

どと嫌いなどの反応語率がほぼ同率である。嗜好の反応

語率は父母有意ではない。

（4）栄養・保健．衛生

本項目の反応語率は大部分が栄養・保健に関するもの

で，反応語率は父母有意ではない。父母の栄養・保健の

反応語率4．8％及び4．9％は，入学時と1年教育履修時の

中間程度である。

衛生の反応語率は母0．5％で，父の反応語率0．9％の約

2分の1で父母有意である。食物専攻生の衛生に関する

反応語率は1．1′、ノ1．2％で，父より若干高率を示す。した

がって，イメージ面より検討すれば，母の食品衛生面へ

の関心はかなり弱いと考える。

（5）食品分塀・食物のタイプ・商品名

食品分類に関する反応語が大部分である。食品分類の

反応語率5．7％と商品名の反応語率0．2％は父母同一であ

る。食物のタイプの反応語率は父0．8％で母の2倍あり

有意である。

（6）食晶部位・動物名

食品部位の反応語率は父1．6％，母1．5％で父母有意で

はない。動物名の反応語率は母の方が0．6％高く有意で

ある。

（7）地区性・季節性

地区性の反応語率は父6．6％で母の約2倍あり有意で

ある。また，この反応語率は，荒弗　Szczesniakなど

の報告の2％よりもかなり高率である。季節性の反応語

率は父5．ユ％，母5．3％で有意ではない。

（8）価格・数量

前報で，食物専攻生の価格に関する反応語率が低いの

は，経済的責任が軽い学生のためであろうと推定した

が，本調査ではこの推定を否定する結果になった。すな

わち，父母の反応語率の1．2％と1．0％は，入学時の1．3

％及び1年教育履修時の1．2％と大差ない。したがって，

食品から受ける価格への反応は，性別，生活状況に関係

なく弱いと考える。数量の反応語率は父母0．ユ％で非常

やこ少ない。

（9）調理配食用磯語

日常の生活経験がイメージに現われている。反応語率

は調理配食用機器に按する慶合いが強い母の方が：0．7％

有意に高い。また，母の反応語率2．1％は，食物専攻生

の反応語率よりも若干高率である。

鋤　無回答

イメージが現われない刺戟語の比率は，父の方が紛2

長野県短期大学紀要



〔表2〕反応語の分類別割合（大区分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位％

蒜＼」竺 ���&ﾆ8��*(�ﾈﾕ�ﾄd肺��ｹ��?��uH*"�僵 俘x����ﾇb�

父 母 ��ｮ4ｨ��ﾕ�b�ユ．3 1．1 偬��h���ユ9．0 10．9 �����田����｢�����田����｢�

有意差の有無 ��ﾓ��ﾇ���*(��*#���������?ｨ6x�ｸ��ｹ��冓◎ ��

〔表3〕反応語の分類別割合（小区分）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位％

D一中一可IE一中一中一C卓壷F－中一bitG－alG－埴－ alH－b帖いJ Ⅸ】合　　計

3：用≡：用…：… 大区分と同じ
100（6900）

100（6900）

Xlo tlxl0lx帰日○蓼10lx H×ixiI

≒注‥（1）危険率5％で◎印は大いに有嵐○恥有嵐
（男．ガは4拾5人すると0になる数値。

i

仁倍あり有意である。父の無回答率19．0％は入学時の17・7

！％に，母の無回答率10．9％は1年教育履修時の9．9％に
；近い数値である。

2　反応語数が多い刺戟語　　　　　　　．

分塀ごとに反応語数が多い刺戟語を，反応語数が多い

方から3位（反応語数が少ない刺戟語は2位）迄選ぶと

表4桓なる。表4の刺戟語は約50％が父母同一である。．

次扁分解別に考察する。

（1）調理献立上の用途

調理浜などの項目を除くと，反応語数1位の刺戟語は

父母同一である。反応語の内容もほんではバター＞ジャ

ム＞牛乳（＞性反応語数の多少を表わす），天然ジュー

スでは，みかん＞トマトりんご，酒では晩酌・宴会・

祝鱗など父母同一である。しかし，晩酌の反応語数は父

5語に対して母1語で，性別の差が若干現われている。

調理法などの項目ではユ位が父ではだいず，母ではあず

きである。あずきの刺戟語－も　食物専攻生の何れの調査

時にも1位にあり，反応語の内容も，しるこ・赤飯・お

はぎ・あんなど，母と同一である。したがって，あずき

は性により特徴づけられる刺戟語であると考える。ま

た，父の1位にあるだいずの刺戟語は，母では2位にあ

るが，反応語数は1語の差だけである。反応語の内容

もJみそ＞とうふ＞納豆＞しょうゆなど母と同一であ

る。その他，父母同一の刺戟語及び反応語は，レモソ

．（以下反応語の内容をカツコ内にも示す）（紅茶），あ

第30号1975

×印は有意でない。

さくさのり（朝食＞遠足）である。

次に父母で異なる刺戟語及びその反応語を示す。先づ

紅合わせ食品の項目では，なっとう（葱），コーヒー（砂

糖・ミルク），ねぎ（納豆・薬味），バター（ぽん）スパ

ゲティ（ケチャップ＞ミートソース）である。食品材料

では，なっとう（大豆・わら），ヨーグルト（牛乳），植

物油（大豆＞莱頓），みそ（大豆・豆）がある。また，調

理法などでは，なす（凍物＞おやき・しぎやき），だい

こん（大根下し＞たくわん渡），じゃがいも（サラダ・コ

ロッケ＞カレーライス）がある。おやき・しぎやき・た

くわん演などの反応語は，信州人の食物を象徴してい

る。食べる時磯では，ぽん（給食），牛乳（給食・朝），

白飯（戦争中），鶏卵（おやつ）である。白坂の刺戟語

に対する戦争中の反応語は，戦中戦後の食捏難時代がイ

メージに再現されていると考える。したがって，反応語

の内容は，白旗を食べる時横ではなく，白坂が食べられ

なかった時機と解すべきかも知れない。

（幻　食品の属性

色を蓑現している3位迄の刺戟語は，2分の1が父母

同一である。反応欝はトマトに対する赤など，その食品

の特徴ある色名をあげている。また，香（臭），味，青

ぎわりの反応語数1位の刺戟語も父母同一である。反応

語も，にんにく（臭い），さとう（甘い），さといも（ぬ

めり）など父母同一である。外見の反応語数1位の刺戟

語は，父で転ちくわ（穴），母ではビール（泡）である。
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〔表4〕反応語数が多い食品

（多い方から2′、ノ3位迄を示す）

＋ 剋h戟竺語儀表刺‾㌫1塞 

A－at≡ 凾ﾛ　ん27 なっとう20 レモソ19 凾ﾛ　ん コーヒー・ねぎ バター・レモン・ スパゲティ �3��#"����

A－b ���"�2�誓誓言闇然憲‾重 剴#���r��R�

ll A－C2 　3 凵ﾟ∴喜肛≡い…豊 

A－姓￥搬…の禁ヱ 

張詰遥ちご● 剴�､ﾙﾆ�菱�ﾈ6x7ﾓ���

B－a �)W儼hｪﾘ��+X+ｸ�c��刄s→マソ・かまぼ こ・さやえんどう 唐�

3 凾烽ﾇ．良品慧●　7 剳�`毘ヲ品々7 
レモソ・のざわ莱 ��

1曹こ　ん　やこ　く 剴�R�†こ　ん　に．く ��R�

B－b �(�X5ｨ��8ﾘ��8ｨ���ｸ������刄Z　ロ　リ　ー 唐�

3　ご　　　　　　ま 剴2�し　　　　　そ 澱�

B－C 佗h*ｾ;X����������蔗��������r�信二ョ三グル… 巨モソ ��"������

1芋　と　い　も 剪���6ﾂ�

B－f　2 剽� 剴��

3 凾ﾆ　ろ　ろ　い　も 剴��

B二備鑓 31空瑠景二七 剴��r�b�ビール れんこん かまぼこ▼サイダ ��r������

D一一a ��� 
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注：反応語数が著しく少ない区分は略す。

ビールの刺戟語は父では2位で，反応語数は母より10語

少ない。ビールを飲用する頻度からすると，父母道のよ

うに考える。その他反応語数2，3位にある父母同一

の刺戟語及び反応語は，セロリー（臭い），レモソ（す

っぱい），梨（水っぽい），とろろいも（ぬめり），サイダ

ー（泡），れんこん（穴）である。また，母のみと皇生

じ立の刺戟語に姐二の反応語（4欝），三墜且の刺戟語

にあiの反応欝（7語）がある0調理経験によるもので

あると考える。

父母の異なろ刺戟語及び反応語は，ごま（こおほし

い）Iしそ（香り長い），柿（甘い），塩（しょっぱい），

芦ナグルト（甘ずっぱい），うどん（暖かい），じゃがい

も（九十），なっとう（糸），ソーセージ（細長い），か

ま呼こ（板）がある。風味・鮮度の反応語数は，父母と

長野県短期大学紀要



も1刺戟語に対して3語以下で比較し難い。

（3）個人的嗜好

1刺戟語の反応語数が好きなど6語以下，嫌いなど4

語以下で少なく，父母比較し難い。しかし，好きなどの

項日中には，酒（旨い），さくらんぼ（かわいい）など，

性別による特徴が認められるものもある。

（4）栄養・保健，衛生

栄養・保健の反応語は，食生活を通して一家の健康管

理をしている母の方が有意に高率で，その内容にも差異

があるのではないかと予想したが，反応語率は前述のご

とく父母有意ではなく，また，反応語数3位迄の刺戟語

及びその刺戟語の反応語も大差ない。栄養・保健の反応

語数が多い刺戟語は父母共通に，にんにく・レバー・た

まねぎである。にんにく・レバーの反応語は父母とも風

邪・薬・栄養・強壮剤・貧血などで，健康維持増進に大

切な食品であると考えていることが認められる。

たまねぎの反応語は父母とも涙・眼がしみるである。

栄養・保健で父母異なる刺戟語及び反応語は，ごぼう

（おなら），にんじん（Ⅴ．A・カロチン＞栄養），みかん

（Ⅴ．C）がある。

衛生の反応語数1位の刺戟語は父母とも粉末ジュース

で，その反応語には，チクロ・合成着色料・添加物など

1′｝3語宛ある。語数は少ないが，衛生の反応語数2位

の刺戟語は・父では天然ジュース（甘味料），母では三

廷（アレルギー）である。

（引　食品分類・食物のタイプ・商品名

食品分顎では反応語数3位迄に父母共通に，かっを

（かっをぷし），梨（20世紀）がある。父母異なる刺戟

語及び反応語は，植物油（大豆油＞ごま油），スパゲテ

ィ（うどん），かまぼこ・にぼし（魚）である。食物の

タイプと商品名は反応語数が少なく，父母比較できない。

（6）食品部位・動物名

食品部位では，あじ（小骨・ぜいご）．とり肉（ささ

み），にしん（数の子），ぶどう（種子）が父母同一であ

る0前報で調理経験からきていると考えられた金主に対

する壁土三の反応語は，本調査では父2語，母4語であ

り，性別による特徴がはっきりと認められない。父母の

異なる刺戟語及び反応語は，たけのこ（皮），ねぎ（ねぎ

ぼうず），さといも（大業）などがある。また，動物名で

は，あぶらあげ（きつね・おいなりさん），牛乳（牛）

が父母同一である。父母異なる刺戟語及び反応語は．か

ずのこ（にしん），にんじん（馬・兎）である。

（7）地区性・季節性

地区性を表わす刺戟語の1，2位は父母共通に，バナ

ナ（台湾＞南国），そば（戸隠＞信州）である。また，季

節感を与える刺戟語は，鮭（正月＞暮），のざわな（冬・

こたつ）が父母同一である。父母の異なる刺戟語及び反

応語は，地区性ではコーヒー（喫茶店・ブラジル）．りん

ご（長野・青森），季節性では柿（秋），凍どうふ（冬），か

ぼちゃ（冬至）である。

（8）価格・数量

価格の反応語数が多い刺戟語は父母共通にかずのこと

牛肉で，何れも高価なイメージを与えている。また，母

の3位のうなぎといかも高価なイメージのある刺戟語で

ある。逆に安価なイメージを与える刺戟語は，父のさん

まと母のもやしである。数量の反応語は父母とも少な

く，1刺戟語に対して1語しか認めない。

図1反応語の種類度数に対する刺戟語の分布
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（6）調理配食用磯器

うなぎ（井）を除くと本項目の刺戟語は父母異なって

いる。すなわち，反応語数3位迄の刺戟語は，父では緑

茶（湯のみ），自飯（釜），そば（ざる），もやし（こも），

ビール（ジョッキ），塩（かます），母では，酒（とっく

り・盃），えのきたけ（瓶），天然ジュース（缶・ジューサ

ー）である。緑茶と酒の刺戟語は，親和度からすれば父

母逆であってもよいと考える。

個　無回答

反応語が現われにくい刺戟語は，父母とも1位酢油ソ
ース（無回答率父68．1％，母50．7％），2位スキムミルク

（無回答率父47，8％，母39．1％）である。これらの刺戟

語は食物専攻生でも1～5位にあるので，性や年令を問

わずイメージとの関係がうすい刺戟語であると考える。

無回答率3位は，父ではマカロニ（無回答率39．1％），母

ではヨーグル1、（無回答率31．9％）である。

3　全被験者の1刺戟語に対する反応語の種類度数

父及び母の全被験者（各々23名）が，1刺戟語に対し

て何復校の反応語を示したかを調査し，反応語の種類度

数が性別により差異があるかを検討した。

図1は，1刺戟語に対して全被験者が示した反応語を

類別し，その種類の度数を横軸にとり，それに対する刺

戟語100種の分布を折線グラフで表わし，かつ，父母別，

反応語1，2，3別に分けて示したものである。

反応語の種類度数は，反応語1においては父13′－15

種，母10－12種が最も多く，100種の刺戟語中父40％，

母36％をしめている。次で父は10－12種32％，母では

13ル15種29％で，比率順位1，2位は父母逆になってい

る。したがって，父母の種類度数の比率には差があるよ

うに考えられるが，X2検定すると，X…（0．05）＝7．82＞ズ言＝

5．02となり，有意には至らない。反応語2は父母とも13

－15種が最も多く，100種の刺戟語中父50％，母44％であ

る。次で16－18種が父23％，母25％，10－12種が父22

％，母24％であり，比率は父母類似している。父母のZ2

値は∴終れ05）＝5．99＞ズ…＝0．76で非常に小さく，有意で

はない。反応語3の比率は，母では13～15種の48％が最

高値であり，次で10ル12種23％，16ル18種22％である。

母の反応語3の比率の分布状況は父母の反応語2と棋似

している。これに対して父では10”12種の43％が最高値

であり，次が13′、ノ15種34％，7′－9種14％になってい

る。父の反応語3の比率の分布状況は母の反応語1と類

似している。父母のズ2値は，裏ね05）＝7．82＜ズ喜＝26．46

となり有意である。また，反応語1，2，3の平均は，

裏払05）＝ユ1．07＞ズ書＝1．59で小さく，有意ではない。

以上の結果から，父母の反応語の種類度数は，かなり

類似していると考える。
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4　反応語の経時的変化

初めにイメージとして現われる反応語と，遅くイメー

ジにでてくる反応語の父母の差異を検討するために，大

区分について，反応語1の数を基準にして，反応語2及

び反応語3の数の反応語1の数に対する比率を求めた。

結果は図2のごとくである。

図から，最初にイメージに現われる反応語（反応語1が

最も高率の場合）は，父母とも調理献立上の用途，食品

の属性，栄養・保健・衛生，食品分類・食物のタイプ・

商品名，地区性・季節性，価格・数量であることが認め

られる。食品分類・食物のタイプ・商品名を除くとこの

図2　反応語の経時的変化

1　2　3　　　1　2　3

K

12．0

11．0

10．0

9．0

8．0

注：－父，・・…一母

（）外は父の反応語1の数・（）内は母の反応語1の数
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分類別反応語は食物専攻生と同一である。個人的嗜好は

父のみこのタイプである。また，若干時間をおいてイメ

ージにでてくる反応語（反応語2が最も高率な場合）

は，父母の食品部位・動物名と調理酉己食用磯器及び母の

個人的噂好である。その他の項目と無回答の比率は父母

とも経時的に増加している。

以上の結果から，父母の反応語の経時的変化のタイプ

は，かなり類似していると考える。

5100種の刺戟語の主な反応語

刺戟語ごとの反応語を，反応語数の多い方から3位迄

1括して表5に示す。表中より1反応語率が25％以上の

高率な反応語（胤　こんにゃくに対するおでん，26％）

を選ぶと，300種以上の反応話中父では4番のみである

が，母では16種あり，性別の差が認められる。この反応

語は殆んど調理法などの項目に属するもので，前述の分

類別反応語率の調理法などの項目の父母の差異を裏付け

ている。

次に，蓑5の反応語を次の3つに類別し，各類ごとに

父母の同一語（同義語）と非同一語（非同義語）の割合

を調査した。

分　塀

Ⅰ：1刺戟語中3位迄の反応語が父母とも3毯類の場

合

Ⅰ：1刺戟語中3位迄の反応語が一方の親において4

種類以上の場合

Ⅱ・：1刺戟話中3位迄の反応語が父母とも4磯類以上

の場合

結果は蓑6のごとくである。

蓑6　同一語と非同一語の割合　　　　　　単位％

表より，1剣戟語に対する反応語（反応語数の多い方

から3位迄）は，54′、ノ65％父母同一であることが認めら

れる。父母の類似度は，反応語1，2より反応語3の方

が小さい。父母の同一語の比率は，食物専攻生の入学時

と襲習時の比率61′一75％及び入学時と1年教育履修時の

比率60′－ノ70％よりも低率である。したがって，100種の

刺戟語の主な反応語は，教育よりも性別による差の方が

大きいのではないかと考える。

要　約

本学食物専攻生の両親を被験者として，100種の食品

に対するイメージ調査を行ない，食品イメージの性別に

二第30号　ユ975

よる差異を検討した。結果は次の通りである。

（1）100垣の刺戟語の分類別反応語率は父母有意であ

る。

拉）父母の反応語率の差が特に著しい項目は，調理献

立上の用途と無回答である。前者は母の方が高率であ

り，後者は逆である。

（3）反応語数が多い刺戟語を分横別に調査すると，約

50％が父母同一の刺戟語である。

（4）父母各々の全被験者が1刺戟語に対して示した反

応語の種類度数は，父母とも13－15種が最も多い。ま

た，その種類度数に対する刺戟語の分布は，父母有意で

はない。

（5）初めにイメージに現われる反応語と，遅くイメー

ジに現われる反応語を分類別に調査すると，父母か

なり類似した傾向を示す。

（6）各刺戟語の主な反応語は50％強父母同一である。

おわりに，本研究にご協力下さった，本学食物専攻

略49年度入学生の御両親に深く謝意を表わす。

なお，本研究の要旨は，1975年第22回日本栄養改睾学

会において発表した。
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〔表5〕 各刺戟常の主な反応語（多い方から13位迄示す）　　　　　　　単　位　％

父　　の　　反　応　詔

2　　　　位13

母　　の　　反　　応　　藷

1　　位l　2　　　位 3　　　　位

牛　　　乳　7166ぽ　　　　ん ジ　ャ　ム　12
ノく　グ　ー　20

（マーカ1トン）
ジ　ャ　ム　10

カ、麦　粉　7
サンドウィッチ7

し　ょ　う　ゆ 大豆（豆）15
しょっぱい4，
きしみ4，吸物4

なつと　う　12151だ　い　ず み　　そ　20 と　う　ふ17 み　　そ　25 と　う　ふ171節　　分1：＝45

北　海　道　6154／く　　グ　　ー ぽ　　ん　22 牛　9，牛乳　9 ぽ　　ん　25 牛　乳10はた禦雫Sl47

5 �*ｸ��.���-x��,"�サラダ7匪鉱業4 凾ｩつ3，高価3， ソース3 都"�昌一叫べツ巨ヲ〆121線切。ユ0 田2�

6 �*�+8*ﾘ+8,ﾈ.��地すぴ1車。まき12 凾ｷし10，朝食10 鉄R�地すび2申し19・rの。まき7 鼎b�

7 �+ﾘ��-ﾈ�h,ｸ��*ﾂ�涙　　ユ6 �4ｨ8ﾈ�ｸ8�485����丸　　　い　4 都��ヵレーライう91涙12l最み言呂 鉄��

あぶらあげ“いなりずし171き　つ　ね　9

さ　ん　　ま

おいなりさん6 と　う　ふ10
き　つ　ね　9

おいなりさん9

秋　191蛭10，大根下し10】安　　価　6 5511　秋　231大枚下し17 燵　6，炭火　引48

か　っ　を けずりぶし19 き　し　み　9　睡：たき6，缶詰6160 りぶし151き　しみ13 諒鵠瀧4巨6

ピ　ー　マ　ン 最　121抽いため10日独　み　そ　6172

レ′　　ノミ　　L－
栄兼7，やきと
り7，肝ぞう7

洒4，につけ4

も　や　し 中華そば1014、　豆　　6

き　ゅ　う　り

さ　　と　　う

さく　らえび

牽　　物121　　夏　　7

甘　　い161英　　　子12 コ　ー　ヒ　ー　9 甘　　い17 白　　い　9 必　需　品　7

てんぷら　28 赤　　い12 吸　　　物　6

賛　　助　20 寄せ鍋15 朝　鮮　頃10

かまぼこtl魚　9 俟x������I(��b�霹警鵠漂打巾魂9 剄g白7，魚7 佗ﾈ�i���雹ｨ敕c��

塩　瞳物17 丶8�����2�白書つはい7，156 �x�������#b�しょっぱい可　海　6153 

231ち　　く　　わ おでん　201　　穴　　10 魚6，にもの6 お　で　ん　17 穴　121に　も　の　7

とろろ汁7匪6紛6・唇。4，白可67 ぬ　め　り　12 の　　り　7
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塩　　　辛　6 5911き　しみ16

27lに　ん　に　く くさい22匝　邪7lジンギ警ヵy 59】lく　さ　い　22

ご　　　　ま ごま和え1引赤　　　飯　ユ3 お　は　ぎ　7 ごま和え　23 赤　　飯15 お　は　ぎ12

6911ね　　ぎ17t大豆（豆）15な　つ　と　う ね　　ぎ121大　　豆（豆）10 わら9，糸9 卵　9，糸　9

ト　　マ　　ト 赤　191　　夏　　13
ジュ　ース　10

ケチャッ7°10
48日サ　ラ　ダ19 夏は，赤15 ケチャップ12

311日　　　　飯 おむすび　6 鈷3妄異星，3ゆ回l地すぴ7 戦争中　6 すし4，琶物4179

しらたき　4163 おで．ん　301すきやき10 こんにゃく玉6154

豆12回lみそ汁20l大　豆16階舅哲9。146

嘉号，3入牢見返警l62
静岡4，英子4
八十八夜4，
香り4

しぶい3，歳3
きうす3，休息3

ロ　ー　ス　4

サンドウィッチ4 可lサラダ131品ンドウィッチl　肉10日5

中二瞳額12 �7ﾘ8�6ﾈ�ｸ5都��H*#b�俥Yk9?�岑�x5����x����ﾖxｽi(b�
3車然ジュー冊慧き呂 偖ﾈ��7ﾘ���X��r�夏　．4 都��みかん12．1夏　9 �6x7ﾘ6st｣s"�

か　　き（貝） フ　ラ　イ　16 てス′ぶち　12 物2中　島

こ　　ん　ぶ こぶまき　7 だ　　　し　6
こぶまき　10
匹し　ん10

だ　　　し　7

つくだに　7

じゃがいも カレーライス1 北　海　道　9 でんぷん　7l72：lサラダ19】コロッケ17 カレーライス13151

41 �5(���ｸ��7����ｲ�砂　　糖12 亳���(8��5����ブラジル9 不　眠9 田��砂　糖10 �,��H*ｨ*#��7���8ﾈ4�����ブラジル6 クリープ6 田��
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魚　　6167 だ　　し　17 みそ汁1車　こ10157

3，きらい3
サ　ラ　メ●15 魚　　肉　7 ウインナー　4174
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白4，うどん屋
冬4，ねぎ4
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替 ・号 俶���ﾆ���ﾎ｢�父　　　の　　　反　　　応　　　帝 劔母　　　の　　　反　　　応　　　語 

1　位l2　　位13　　位 剴H犬��H決屬�；1　位12　－　位 �3　　位は竿 

50 从ﾘ��������?r�すきやき261高．サ101スアーキ車 劔すきやき　22 倡8并�棈6X自�x����鉄b�

51 �+X��������+ｲ�t鰍干）2車ん慮ら再　来6】53 劔梅附）2車んぶち12 凾ｵそまき　9 香りよい9 鼎r�

52 �+8,(-ﾈ*(.��やきいも　19 �,H/�-X.x��r�義豊島申 凾ﾄんぷら2車きいも1車んとん6157 

由 �,h��.���?r�軒ささみ7怪貢警告 刄uロイラー4，若 どり4，からあげ4 田"�からあげ9陸曹きみ6 凵e警品背中 

54 �7ﾘ8�6ﾈ�ｸ5��巨ラグ15l警ユービ讐再ゆう菅申 劔サ諭321鶏卵2中三心中 

55 �+8����*��仍ｸ�｢�正月17再選1車・鰭車 劔正月可　啓　6匪宣新削163 

56 �-ﾘ����������+ｲ�巨そ巌71大豆這）車そ硬7t60 劔・みそ汁′28匝豆）20 凾ﾝそ誤小5 

57 �,ｸ��������*ﾂ�1す壷やき一1車■そ五101なつとう9l69i 劔すきやき20匡とう1中　味13 剴S"�

58 �5�4ﾈ8�7�8ｸ4��！給食中小7 刹香@乳4ト0 刹香@　乳　9 从ｸ��������b�赤　ん　坊　4 塔��

■　59 們ｸ+���*H��-2�巨裾こもの中　富・9 凾ﾝそ汁・車 剴ｽもの車い101冬　7 剴cB�

60 �-ﾘ��*���/��匡月1車∴ス9 刳ｺ廟ふ）司69 刹燭　車月13 刳ﾊ　　　詰10 田��

61 ��X,�������(��+r�贋物中やき1車ぎ轟9165 劔しぎやき1車物9転雷貫き7 剴c��

62 �-�*H.ｨ/����ぉひたし‾‾191ポパイ12 剞W　6t63 凾ｧひたし25匪訝雁粁湘中 

63 ��H+8������,��‾缶‾韓1車もの‾ラ 凾ﾝそに6，酢さは 6，アレルギー6 田R�缶　　詰13 �-ﾘ+ｸ�h+������酢　さ　ば　7 都��

64 �,�/�+h/��｢�l赤10ト．A農チソ贈喜，カレー中 劔赤15トライス12 刧X・A（カロチン）7166 

≡　65 �.�����/���+"�赤■10匿一書禰畠顔羞　匡 劔赤　再州品糎嵐瑚65 

66 �+8*ﾘ.x/�-｢�缶一括車‾ら豆6 剪F　中 凾ｩわいい7l赤　6匪夏空‡4 剴sR�

再7 ����������y��卵や妄15巨で卵12 剽q碗むき申 剽曹竄ｫ’1申訳き9憧碗む警告 剴cb�

！68 �6�����6�����6��台　　湾19 �+ﾘ+ﾘ*ｸ*H.���b�黄　4l71 剔艨P溶可南国13 刮ｩ　7巨 

巨9 �-���+h��*ｲ�忙もの■12！黒9，油あげ9 剌Qくだ芝申 凵D油あげ1車もあ10 刳C　　　草　9 田b�

巨0 �*ﾘ��+h��.x��?r�缶　　詰10 �*ｸ+X-ﾓx�9~)8�r�露姦悪申 凾ｫしみ101大き1い9 剽竅@　　凍　7 都B�

71 �*H����,�����*ﾂ�州やき2車二一　用■10 凵Eうな井車 凾ｩばやき■1車わ日1車　用9163 

72 �*���+���*ｲ�ぁ・‾ん161し為■こ13 剞ﾔ1　餃12 鉄���ﾂ�しる■こ17t赤飯15 凾｠　ん12 おはぎ＿12 鼎B�

・■73 假��晩酌7，義金7恒滑？ 剏|纏車 刹�ﾔ会6 剪ﾔ髄中二 

74 ��H,�.�,h-ﾈ*ｲ�帽そ一義i3う轟き6桓警物4，Ⅰ69 劔茶軌10桓呂 凾､　ど　ん　7　65 

30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長野県短期大学紀要



番 号 俶���ﾈ����2�父　　　の　　　反　　　応　　　語 剳黶@　　の　　　反　　応　　語 

■1　位い　　可3　　位闇 凵E1　位l2．位 �8��������犬�

75 ��ﾂ�酢の物15 �+x��+S�9;ﾘ極�ﾂ�すし2車の物12 倅���GH���ﾈ����

こ　も　の　22 ぬめ　り　91秋　6，大乗　6157

き　し　み17 てんぷら121鮎∫晃6，6l53

ブドー漕101甲州（山梨）　9日55 ブド一帯12t干ぶどう　7

物　91　　春　　7

だ　い　こ　ん日大板下し　25 たくあん環131倍　　　物　7155 大枚下し19】たくあん輯151　足　　9】57

サ　ラ　ダ13
カ、変　紛
イクリ　ヤ

グラタン　4171 サラダ26lグラタン131要具ン掌讐4l49

植　物　油 てんぷら171大　　豆101東　　　征　7

盈：　茶17 すっぱい12

う　　　　め 梅硬（干）22 梅預（干）16 梅　酒1哺ア望舘。増50

86 �,���+X����/��こぶまき131数の子12 剿k　海　道　9 田b�こぶまき20恒子‾91艶。E瑚53 

87 兌)ih5x8X�ｸ5��夏　13 ��X��x�5�8ﾓB�都b�夏　　9 倡�自*ｳx6x4�8ﾈ985x�ｳfﾃs��

88lヨーグル† 牛　　乳13
乳　酸　菌　6

甘ずっぱい　6 極ク′レ表中 すっぱい12 6，子供6日、　　瓶　4172

891し　い　た　事ナ 紅　も　の　7 栽培（人工）6 竿し適打硝緋し7i義義弘）6医。怠し、託珂
ビ　　ー　　ル 夏　12lホップlO，油10 に　が　い　616211　油　　25】　夏　19

Iこ　が　い　6

若　　　い　6

91】牛　　　　乳 白　　101は　　　ん　717111　年　101は　　ん　91　　瓶　　6175

欄沼露㌶6巨6

93lい　ち　ごIl牛　　乳191　赤　　151ジ　ャ　ム　7159 牛　乳1車ム10・赤車6・ケーキ6151

位以下は0．8％のため略す　　　　　l】サ　ラダ　91生野菜　7t　′　ク　ス

スノくゲティIlう　どん12 イクリ　ヤ10【ケチャップ

サイダーll抱13，ゲッ7・13l　夏　9l涼しい6 59il　　夏　　201げっぷ171　　抱　　13

海　　101521みそ汁　261酢の物161三　杯　酢　9971わ　か　めIlみそ汁　251酢　の　物13

冬10，こたつ10巨5l漬　物19l冬肌茶10悸響㌍㍊l4398lの　ぎ　わ　な日額　　物　231　茶　　12

注：（1）1刺敬語の反応語数120

（2）番号の1～33は第1日日の刺敬語，34～66は弟2日日の刺敬語，67′〉100は鼻3日目の刺戟語である。連想は菅号順。

第30号　ユ975 31


